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�

経
営
政
策
部

●
市
営
バ
ス
運
行
事
業

●
行
政
放
送
事
業

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
事
業

●
財
政
管
理
事
業

�

総
務
部

●
災
害
時
要
援
護
者
登
録
支
援
事
業

●
徴
収
事
業

●
総
合
評
価
落
札
方
式
入
札
事
業

�

市
民
環
境
部

●
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

●
廃
食
用
油
の
資
源
化
事
業

●
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

●
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
事
業

●
高
齢
者
交
通
安
全
対
策
事
業

●
住
基
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
事
業

�

保
健
福
祉
部

●
地
域
生
活
支
援
事
業

●
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

●
保
育
所
運
営
事
業

●
温
泉
活
用
健
康
づ
く
り
事
業

●
シ
ル
バ
ー
体
操
指
導
員
養
成
事
業

●
介
護
予
防
事
業

●
生
活
保
護
就
労
促
進
事
業

●
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
事
業

●
介
護
給
付
費
適
正
化
事
業

�

産
業
観
光
部

●
バ
イ
オ
マ
ス
の
郷
づ
く
り
事
業

●
地
産
地
消
推
進
事
業

●
県
民
緑
化
ま
つ
り
お
よ
び
第
２
回
笛
吹
市

植
樹
祭

●
農
業
基
盤
整
備
事
業

●
Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
）事
業

●
第
15
回
全
国
鵜
飼
サ
ミ
ッ
ト
笛
吹
大
会
開

催
●
芦
川
地
域
活
性
化
推
進
事
業

�

建
設
部

●
道
路
境
界
線
境
界
調
査
事
業

●
リ
ニ
ア
対
策
事
業

●
準
用
河
川
改
修
事
業

●
笛
吹
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

事
業

●
峡
東
都
市
計
画
事
業

　
石
和
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業

�

公
営
企
業
部

●
境
川
浄
水
場
建
設
事
業

●
水
道
事
業
管
路
図
作
成
事
業

●
水
道
使
用
料
金
の
収
納
率
向
上
対
策

●
水
道
使
用
料
金
の
見
直
し

●
公
共
下
水
道
事
業

�

教
育
委
員
会

●
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業

●
小
中
学
校
施
設
耐
震
改
修
事
業

●
青
少
年
体
験
教
室
の
充
実

●
ス
コ
ニ
テ
ィ（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
座
）

●
芦
川
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策
調
査

●
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立

�

消
防
本
部

●
救
急
救
命
啓
発
事
業

●
予
防
事
業
の
推
進

●
救
急
業
務
の
高
度
化

消

費

的

経

費

消費的経費�56.6％
�148億9,677万円

投資的経費11.3％
29億7,115万円

その他�32.1％
84億4,308万円

そ

の

他

投資的
経費

その他
0.9％
2億1,604万円

��国民健康保険� 7,392,946� △315,495� △4.09

��老人保健� 832,199�△5,110,373�△86.00

��介護保険� 4,074,475� 311,768� 8.29

��介護サービス� 12,318� △7,845�△38.91

� �後期高齢者医療特別会計�1,113,689� 1,113,689� ―

��公共下水道� 4,546,732� 99,896� 2.25

��農業集落排水� 82,126� △�5,445� △6.22

���簡易水道� 899,998� 3,682� 0.41

���温泉事業� 64,371� △220� △0.34

���財産区特別会計� 44,049� 9,181� 26.33

��収益勘定� 1,143,069� 161,660� 16.47

��資本勘定� 648,762� △473,556�△42.19

　　　計� 20,854,734�△4,213,058�△16.81

（単位：千円）

会計名
本年度
予算額

前年度比較
増減額

増減率
（％）

特
別
会
計

水
道
事
業

会
　
　
計

　
平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会

計
の
当
初
予
算
が
笛
吹
市
議
会
３
月
定

例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

第
一
次
笛
吹
市
総
合
計
画
の
初
年
度
で

あ
り
、
「
み
ん
な
で
奏
で
る
　
に
ぎ
わ
い
・

や
す
ら
ぎ
・
き
ら
め
き
　
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

の
実
現
に
向
け
て
、
そ
の
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
２
６
３

億
１
１
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

る
と
２
・
１
％
、
５
億
４
２
０
０
万
円

の
増
加
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
は
、

市
債
（
借
金
）
を
借
り
換
え
る
た
め
の

借
入
金
（
歳
入
）
と
償
還
金
（
歳
出
）

が
そ
れ
ぞ
れ
に
７
億
８
６
６
０
万
円
含

ま
れ
て
い
る
た
め
、
実
質
的
に
は
予
算

総
額
２
５
５
億
２
４
４
０
万
円
で
、
２

億
４
４
６
０
万
円
（
０
・
９
％
）
の
減

少
と
な
り
ま
す
。

�その他
2.5％
6億3,820万円

市　税
34.9％
91億8,141万円

地方交付税
27.0％
71億1,500万円

市　債
11.9％
31億4,090万円

国庫支出金
7.1％�18億6,314万円

�県支出金
6.1％
16億105万円

�地方譲与税
1.3％
3億3,000万円

�繰入金
3.5％
9億2,511万円

�その他
8.2％
21億5,439万円

民生費
27.3％
71億8,728万円

公債費
16.0％
42億1,413万円土木費

13.8％
36億2,558万円

総務費
13.4％
35億2,612万円

教育費
8.2％�21億6,303万円

衛生費
8.1％�21億2,405万円

�農林水産業費
7.0％
18億5,394万円

�消防費
3.7％
9億7,867万円

人件費
18.2％
47億8,689万円

物件費
16.8％
44億1,321万円

扶助費
14.1％
37億466万円

補助費
7.5％

19億9,201万円

普通建設�補助
1.6％
4億2,133万円

普通建設�単独
9.7％

25億4,982万円

繰出金
15.2％
40億1,291万円

公債費
16.0％
42億1,413万円
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更新されたはしご付消防自動車（右）と
はしご使用時に屈折する先端部

　風水害や大規模地震などの際、家族などの援助が

なく、一人ではすみやかに情報を得たり、避難ができ

ない皆さん（災害時要援護者）の安全を守るためには

「避難誘導」と「安否確認」が必要です。

　そのためには、地域のどこに支援を必要とする方々

がいるのかを日頃から確認し、誰が「避難誘導」や「安

否確認」を行うのかを決めておくことが大切です。

　
こ
の
事
業
は
、「
災
害
時
要
援
護
者
登
録
申
請
書
兼
登
録
票
」

（
登
録
票
）
に
、
登
録
対
象
者
が
「
自
身
の
状
況
」
や
「
身
近
な

支
援
者
」
の
情
報
を
記
入
し
、
市
に
提
出
す
る
こ
と
で
、
大
規

模
災
害
時
、
安
全
か
つ
迅
速
に
「
避
難
」
で
き
る
よ
う
に
援
助

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
平
常
時
は
、
避
難
の

援
助
者
（
地
域
支
援
者
）
や
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
が
、「
声

掛
け
」
や
「
相
談
」
も
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
票
は
個
人
情
報
で
あ
る
た
め
、
強
制
的
に
作
成

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
規
模
地
震
な
ど
の
際
の
効

果
的
な
救
援
活
動
の
た
め
に
も
、
真
に
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ

る
方
は
、
ぜ
ひ
登
録
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
４
月
下
旬
か
ら
、
行
政
区
の
役
員
や
民
生
委
員
児
童
委
員
が
、

登
録
票
を
持
ち
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
災
害
時
要
援
護
者
」
の
近
所
に
お
住
ま
い
の
皆
さ

ん
は
、「
地
域
支
援
者
」
と
し
て
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
登
録
作
業

■
支
援
体
制
の
整
備

①説明・登録票配布
②同意・登録

区長･組長さんに登録票を提出してください。
地域で皆さんを守ります。

③連　携
④台帳整備

■
問
合
せ
先
　
総
務
部
　
総
務
課
　
消
防
防
災
担
当

　
☎
０
５
５(

２
６
２)

４
１
１
１

※地域支援者には、災害時の避難支援責任を課すものではなく、
　地域における助け合いをお願いするものです。

　なりすましによる虚偽の申請を防止し、市民の個人情

報を守るため、５月１日から窓口で申請書を提出した方

の本人確認を行います。

　市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　詳細はお問い合わせください。

■本人確認書類

○一枚の提示でよいもの

運転免許証、旅券（パスポート）、住民基本台帳カー

ド（写真付き）など

○組み合わせによる提示が必要なもの

健康保険証、年金証書、住民基本台帳カード（写真

なし）など

■問合せ先

　市民環境部　戸籍住民課　☎０５５(２６２)４１１１

　
市
消
防
本
部
で
は
、
は
し
ご
付
消
防
自
動

車
を
更
新
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
備
え
ら
れ
て
い
た
は

し
ご
車
の
老
朽
化
に
伴
う
も
の
で
、
更
新
さ

れ
た
は
し
ご
車
に
は
、
35
ⅿ
の
は
し
ご
が
搭

載
さ
れ
先
端
が
屈
折
す
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
現
場
で
隊
員
の
安
全
を
確
保

し
な
が
ら
、
迅
速
か
つ
的
確
に
救
助
や
消
火

活
動
な
ど
が
で
き
る
よ
う
操
作
面
、
安
全
面

に
お
い
て
優
れ
た
多
機
能
が
備
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
更
新
整
備
に
よ
り
、
中
高
層
建
物

な
ど
高
所
で
の
災
害
対
応
が
強
化
さ
れ
、
有

事
の
際
の
市
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を

図
り
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
方
に
自
動
交

付
機
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
無
料
交
付
期
間
を
延
長
し
ま

す
。

○
写
真
付
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
公
的

な
身
分
証
明
書
に
な
り
ま
す
。

○
証
明
書
自
動
交
付
機
で
、
住
民
票
の
写
し
、

本
人
の
印
鑑
登
録
証
明
書
を
１
０
０
円

で
取
得
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　

市
民
環
境
部
　
戸
籍
住
民
課

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

ま
た
は
各
支
所
住
民
課

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
４
月
１
日

か
ら
、
本
庁
、
八
代
・
境
川
支
所
の
証
明
書

自
動
交
付
機
の
稼
働
時
間
を
30
分
間
延
長
し
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
利

用
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

住民基本台帳カード(写真付き)
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笛
吹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
が
開
催
さ
れ
、

各
競
技
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
全
体
交
歓
会
を
昨
年
10
月
27
日

に
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で

開
催
。
参
加
し
た
団
員
１
９
２
人
が
ス
ケ
ー

ト
を
楽
し
み
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

大
会
結
果
（
11
月
11
日
〜
３
月
９
日
分
）

■
野
球
（
11
月
11
日
）

　
　
優
　
勝
　
御
坂
西

　
　
準
優
勝
　
境
川

　
　
第
３
位
　
石
和
富
士
見

■
サ
ッ
カ
ー
（
12
月
24
日
）

　
　
優
　
勝
　
石
和
Ｓ
Ｓ
Ｓ

　
　
準
優
勝
　
エ
ル
フ
シ
ュ
リ
ッ
ト
一
宮

　
　
第
３
位
　
御
坂
Ｓ
Ｓ
Ｓ

　
　
　
〃
　
　
境
川
Ｓ
Ｓ
Ｓ

■
空
手
（
12
月
９
日
）

○
形
の
部

　
小
学
校
１
・
２
年
生
男
女
混
合

　
　
１
位
　
相
川
　
航
大
（
田
中
道
場
）

　
　
２
位
　
岩
間
　
美
夢
（
春
日
居
）

　
　
３
位
　
野
口
　
壱
太
（
石
和
）

　
小
学
校
３
・
４
年
生
男
女
混
合

　
　
１
位
　
廣
野
ま
り
な
（
石
和
）

　
　
２
位
　
五
味
　
大
輝
（
春
日
居
）

　
　
３
位
　
岩
間
　
湧
希
（
春
日
居
）

　
小
学
校
５
・
６
年
生
男
女
混
合

　
　
１
位
　
小
林
　
侑
生
（
石
和
）

　
　
２
位
　
坂
本
　
航
平
（
田
中
道
場
）

　
　
３
位
　
石
井
　
悠
介
（
石
和
）

　
中
学
生
男
女
混
合

　
　
１
位
　
杉
山
　
太
信
（
春
日
居
）

　
　
２
位
　
筒
井
　
直
人
（
石
和
）

　
　
３
位
　
大
木
　
梨
花
（
石
和
）

　
団
体
戦

　
　
１
位
　
石
和
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ

　
　
２
位
　
石
和
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
　
３
位
　
田
中
道
場
Ａ

○
組
手
の
部

　
小
学
校
１
・
２
年
生
男
女
混
合

　
　
１
位
　
野
口
　
壱
太
（
石
和
）

　
　
２
位
　
庄
子
　
隆
一
（
石
和
）

　
　
３
位
　
相
川
　
航
大
（
田
中
道
場
）

　
小
学
校
３
・
４
年
生
男
女
混
合

　
　
１
位
　
廣
野
ま
り
な
（
石
和
）

　
　
２
位
　
望
月
　
静
香
（
石
和
）

　
　
３
位
　
五
味
　
大
輝
（
春
日
居
）

　
小
学
校
５
・
６
年
生
男
子

　
　
１
位
　
土
屋
　
大
河
（
石
和
）

　
　
２
位
　
坂
本
　
航
平
（
田
中
道
場
）

　
　
３
位
　
長
田
　
友
也
（
石
和
）

　
小
学
校
５
・
６
年
生
女
子

　
　
１
位
　
保
坂
　
結
女
（
石
和
）

　
　
２
位
　
五
味
み
な
み
（
田
中
道
場
）

　
中
学
生
男
子

　
　
１
位
　
筒
井
　
直
人
（
石
和
）

　
　
２
位
　
松
田
　
拓
真
（
石
和
）

　
　
３
位
　
龍
澤
　
祐
介
（
石
和
）

　
中
学
生
女
子

　
　
１
位
　
雨
宮
　
　
愛
（
石
和
）

　
　
２
位
　
池
谷
　
史
帆
（
石
和
）

　
　
３
位
　
大
木
　
梨
花
（
石
和
）

　
団
体
戦

　
　
１
位
　
石
和
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ

　
　
２
位
　
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
　
３
位
　
田
中
道
場
Ａ

■
体
操
（
１
月
６
日
）

○
徒
手
の
部

　
　
１
位
　
武
井
か
な
子
（
小
２
）

　
　
２
位
　
武
井
み
な
子
（
年
中
）

○
リ
ボ
ン
の
部

　
　
１
位
　
加
々
美
芽
衣
（
小
２
）

　
　
２
位
　
斉
藤
み
な
こ
（
小
２
）

　
　
３
位
　
臼
城
　
星
那
（
小
１
）

○
ボ
ー
ル
の
部

　
　
１
位
　
鶴
田
あ
お
葉
（
小
３
）

　
　
２
位
　
角
田
　
優
葉
（
小
３
）

　
　
３
位
　
前
田
　
璃
来
（
小
３
）

○
ク
ラ
ブ
の
部

　
　
１
位
　
村
松
　
唯
香
（
小
６
）

　
　
２
位
　
堀
内
採
矢
能
（
小
６
）

　
　
３
位
　
中
村
　
桃
子
（
小
５
）

■
弓
道
（
１
月
27
日
）

○
小
学
生
の
部

　
　
優
勝
　
渡
辺
　
　
悠
（
一
宮
女
子
）

　
　
２
位
　
水
上
　
　
賢
（
御
坂
男
子
）

　
　
３
位
　
菊
島
な
つ
き
（
御
坂
男
子
）

○
中
学
男
子
の
部

　
　
優
勝
　
武
井
　
友
祐
（
石
和
）

　
　
２
位
　
須
田
　
光
洋
（
御
坂
）

　
　
３
位
　
小
越
　
真
太
（
石
和
）

○
中
学
女
子
の
部

　
　
優
勝
　
根
津
　
真
弓
（
御
坂
）

　
　
２
位
　
田
村
　
　
栞
（
御
坂
）

　
　
３
位
　
手
塚
　
千
瑛
（
御
坂
）

■
卓
球
（
２
月
10
日
）

○
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
１
位
　
山
本
　
拓
巳

　
　
２
位
　
古
屋
　
秀
抱

　
　
３
位
　
新
井
　
康
平

　
　
　
〃
　
鈴
木
　
尚
之

○
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
１
位
　
橘
田
　
昭
穂

　
　
２
位
　
坂
本
　
輝
星

　
　
３
位
　
山
下
ゆ
り
か

　
　
　
〃
　
鈴
木
　
美
帆

■
水
泳
（
３
月
９
日
）

○
小
学
校
５
・
６
年
生
女
子

　
25
Ｍ
背
泳
ぎ

　
　
３
位
　
浅
川
一
二
美

　
25
Ｍ
平
泳
ぎ

　
　
１
位
　
笹
本
　
愛
莉

　
　
２
位
　
萩
原
沙
也
佳

　
　
３
位
　
河
西
　
芽
衣

　
25
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
３
位
　
笹
本
　
愛
莉

　
25
Ｍ
自
由
形

　
　
３
位
　
渡
辺
　
沙
保

　
１
０
０
Ｍ
自
由
形

　
　
１
位
　
浅
川
一
二
美

○
小
学
校
５
・
６
年
生
男
子

　
25
Ｍ
平
泳
ぎ

　
　
１
位
　
安
西
　
智
耶

　
50
Ｍ
平
泳
ぎ

　
　
１
位
　
安
西
　
智
耶

　
25
Ｍ
自
由
形

　
　
２
位
　
安
西
　
智
耶

○
小
学
校
３
・
４
年
生
女
子

　
25
Ｍ
ビ
ー
ト
板

　
　
３
位
　
田
辺
　
涼
穂

　
50
Ｍ
自
由
形

　
　
３
位
　
吉
岡
　
真
由

　　なお、平成２０年度第２次募集を５月１６日（金）まで行っています。

　　■申込・問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当

　　　　　　　　　☎０５５（２６２）４１１１（内線１７１・１７３）　　

平成２０年度地域振興促進助成事業の第１次募集を行い、次の１１事業の採用を決定しました。

地域防犯の市民活動。50,000

春日居地域の放置自転車などの環境整備（地域防犯の取り組み）
春日居町ふれあい連絡会
（春日居）

今後市内の中学校に普及させる計画。750,000

中学生の育児体験講座（中学校との協働による子育て体験講座）
NPO法人�Happy�Space
ゆうゆうゆう　（石和）

楽器の修繕、整備による伝統文化伝承の環境整備。208,012

熊野堂囃子（ばやし）の保存伝承（熊野堂囃子を地域の子供たちに伝承）
春日居町熊野堂下区
（春日居）

菊栽培講習と、マップなどによる「菊の散歩道」のPRを行う。233,730

「菊の散歩道」事業（菊愛好者が地域と協働による地域活性化）
春日居町中輪菊愛好会
（春日居）

ふれあいポートをボランティア作業で設置する。250,000

地域と学校の安全ネットワーク拠点自主整備（地域とボランティア、学校が
協働してスクールガード）

ふれあいボランティア
（一宮）

（平成19年NPO助成事業で講座実施）79,100

読み聞かせボランティアの育成講座（子育て支援ボランティアの育成）
おはなしのへや�もも
（春日居）

（平成19年NPO助成事業で講座実施）322,035

親と子が共に学ぶ地域教育活動（講演会の開催と親子で地域を学ぶ活動）
親子ふれあい広場
（一宮）

（助成２年目）192,150

八田家書院の活用事業（ボランティアによる地域史跡の活用策）
鄙（ひな）の会
（石和）

（助成２年目）179,970

防災公園体験学習（災害をシミュレーション体験し、地域防災活動に生かす）
一宮町上矢作区
（一宮）

（助成２年目）126,000

防災意識啓発と交流（新旧混住地域の防災マップ作りやシミュレーション活動）
春日居町国府第３区
（春日居）

（助成２年目）126,000

市内旧跡ガイド（自主的活動グループによる観光、文化財課とのタイアップ事業）
ボランティアガイド笛吹
（一宮）

課題など助成予定額（円）

事業（概要）団体名



���広報ふえふき��2008.05�No.4409 08���広報ふえふき��2008.05�No.44���

再建された旧石原家住宅

曳きや工事

八代小学校児童による土壁塗り体験

　
市
で
は
、
火
災
で
か
や
ぶ
き
屋
根
が
一

部
焼
失
し
た
旧
石
原
家
住
宅
の
再
建
工
事

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
工
事
は
３
月
下
旬

に
完
成
し
、
現
在
で
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
笛
吹
市
探
訪
で
は
、
旧
石
原
家
住

宅
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
旧
石
原
家
住
宅
は
江
戸
時
代
に
建
て
ら

れ
た
農
家
で
、
約
３
５
０
年
前
の
農
家
の

様
子
が
良
く
分
か
る
貴
重
な
建
物
で
す
。

以
前
は
八
代
町
南
に
あ
り
ま
し
た
が
、
昭

和
45
年
に
旧
八
代
町
の
所
有
と
な
り
、
昭

和
61
年
に
現
在
地
（
八
代
郷
土
館
敷
地
内
）

に
建
て
直
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
９
年
に
旧

八
代
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
桁
行
（
け
た
ゆ
き
）
七
間
（
14
・
８
５
ⅿ
）、

梁
間
（
は
り
ま
）
三
間
半
。
土
間
を
上
が

る
と
板
敷
の
上
り
鼻
（
あ
が
り
は
な
）
が

あ
り
、
一
角
に
は
、
囲
炉
裏
（
い
ろ
り
）

が
あ
り
ま
す
。
上
り
鼻
の
奥
に
畳
敷
き
の

仏
間
、
納
戸（
な
ん
ど
）、
座
敷
、
居
所
（
い

ど
こ
）
が
あ
り
ま
す
。

　
仏
様
を
ま
つ
る
仏
間
と
日
用
品
を
し
ま

う
納
戸
は
、
六
畳
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
客
を
迎
え
入
れ
る
座
敷
と
家
族
の

暮
ら
す
場
所
で
あ
る
居
所
は
、
八
畳
間
で
す
。

仏
間
な
ど
の
畳
敷
き
の
４
つ
の
部
屋
の
形
は
、

上
か
ら
見
る
と
「
田
」
の
字
形
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
突
上
げ
屋
根
は
、
二
階
に
養
蚕
（
よ
う

さ
ん
）
の
た
め
の
作
業
所
を
造
っ
た
時
に

追
加
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
石
原
家
住
宅
に
は
、
棟
持
（
む

な
も
ち
）
柱
（
一
階
か
ら
二
階
ま
で
通
る

太
い
柱
）
は
無
く
、
屋
根
の
軒
先
（
の
き

さ
き
）
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
旧
石
原
家
住
宅
の
か
や
ぶ
き
屋
根
か
ら

火
が
出
た
の
は
、
平
成
17
年
11
月
19
日
の

こ
と
で
す
。

　
そ
の
後
、
市
で
は
、
近
隣
の
方
々
や
市

文
化
財
保
護
審
議
会
な
ど
で
の
話
し
合
い

の
上
で
再
建
方
法
を
決
定
し
、
平
成
18
年

８
月
に
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
旧
石
原
家
住
宅
再
建
に
向
け
、
曳
き
（
ひ

き
）
や
工
事
・
基
礎
工
事
・
屋
根
工
事
・

左
官
（
さ
か
ん
）
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
曳
き
や
工
事
で
は
、
住
宅
を
持
ち
上
げ
、

下
に
レ
ー
ル
を
敷
き
、
東
へ
約
５
ⅿ
、
北

へ
約
２
ⅿ
50
㎝
動
か
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
基
礎
工
事
で
は
、
住
宅
を
地
面

か
ら
約
１
ⅿ
の
高
さ
に
持
ち
上
げ
、
礎
石
（
そ

せ
き
）（
柱
の
下
に
置
く
石
）
の
抜
き
取
り
、

新
た
に
再
建
す
る
場
所
に
置
き
直
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
屋
根
工
事
で
は
、
屋
根
の
垂

木
（
た
る
き
）
の
設
置
や
、
屋
根
に
か
や
ぶ

き
分
の
厚
み
を
持
た
せ
、
銅
板
を
葺
（
ふ
）

く
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
左
官
工
事
で
は
、
土
壁
を
造
る
作
業
な

ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
現
場
を
訪
れ
た
八

代
小
学
校
４
年
生
が
、
コ
テ
で
土
壁
の
材

料
を
塗
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
再
建
工
事
中
に
は
「
曳
き
や
工
事
見
学
会
」
・

「
屋
根
工
事
見
学
会
」
・
「
土
壁
塗
り
体
険
」

な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ

ま
し
た
。

　
再
建
工
事
完
成
後
の
３
月
29
日
に
は
「
昔

話
を
聞
く
会
」
が
開
か
れ
、
冬
に
は
「
ワ

ラ
細
工
教
室
」
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
５
月
６
日
ま
で
八
代
郷
土
館
企

画
展
「
大
正
・
昭
和
時
代
の
子
ど
も
達
」

を
開
催
し
て
お
り
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か

け
て
の
教
科
書
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

　
再
建
工
事
が
終
わ
っ
た
石
原
家
住
宅
を

訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
木
造
家
屋
の
昔
懐

か
し
い
た
た
ず
ま
い
を
感
じ
て
い
た
だ
け

ま
す
。

笛吹市男女共同参画推進委員会

笛吹市男女共同参画推進委員会「職場部会」では、働きやすい職場づ

くりを目指して、事業者との話し合いを進めることとし、2月15日に

「笛吹市商工会」の皆さんと意見交換会を行いました。意見交換会に

際して事前にアンケート調査をお願いし、そこから課題を出しながら

話し合いを進めました。

◎商工会の皆さんから出された
　職場の現状についての意見
・商工会は中小企業がほとんど。自営も多く、

　自然に男女が共に協力している。

・中小企業は、働き手を大切にしていると思う。

・働きやすい職場づくりが大事である。それに

　向けて具体的な支援、取り組みを行ってほしい。

◎意見交換会で職場部会から出された
　今後の取り組みについての意見
・職場の実態調査を行い、現状把握をすることも

　必要。

・今後、女性や若い人の意見も聞きたい。

・推進委員が行政・企業・働き手のパイプ役と

　なるよう取り組んでいきたい。

笛ちゃん 吹ちゃん

■問合せ先　　市民環境部　市民活動支援課　☎055（262）4111（内線173）

どの部会もよく
やっているね。

うまく進んでいく
といいわね～!

職場部会では、推進委員が理解を深めながら今後の推進について目標を絞り、具体化した
取り組みを行っていきたいと考えています。

「商工会事前アンケート」から
男女が互いにその個性や能力を認め合い、

発揮できる男女共同参画の考え方をあなた

はどう思いますか。

㈰��������賛成である・・・・・・・19人

㈪あまり賛成ではない・・・ 6人

㈫反対で������������ある・・・・・・・ 0人

あまり
賛成ではない
24％

3月9日、県立男女共同参画推進センターぴゅあ総合で開催
されたこのイベントでは、男女共同参画推進活動を行って
いる県内のグループが、練習したパフォーマンスを披露し
ました。
笛吹市男女共同参画推進委員会は、地域部会が「勇気を持
って役員になろう」と題した会話劇を発表しました。初め
てのパフォーマンスでしたが、一生懸命の演技にたくさん
の拍手をいただきました。

賛成��������������������������　76％
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
講
座
（
ス
コ

レ
ー
大
学
）
開
学
式
に
あ
わ
せ
て
、
特
別
講

演
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
の
ぶ
ジ
ュ
ニ

ア
コ
ー
ラ
ス
理
事
長
の
山
本
晴
美
さ
ん
を
お

招
き
し
、
地
元
の
お
ば
あ
さ
ん
の
戦
争
体
験

を
も
と
に
し
た
「
お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
の
手
紙
」

ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
す
。

　
歌
と
語
り
と
映
像
を
通
し
て
、
平
和
の
尊

さ
と
命
の
重
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
日
時
　
５
月
17
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分�

�開
場
　
２
時�

�開
演

■
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
入
場
　
無
料

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９

　
文
化
協
会
盆
栽
部
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め

て
育
て
た
、
皐
月
・
山
野
草
の
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時
　
５
月
23
日（
金
）〜
25
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜

■
場
所
　

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
入
口
フ
ロ
ア
ー

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
は
、
子
ど
も
で
も
大

人
で
も
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、
新
緑
の
森
の

中
で
思
い
切
り
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
５
月
４
日（
日
）�

　
午
前
９
時
〜
　
　
　
受
付

　
午
前
10
時
〜
12
時
　
開
催

　
※
雨
天
の
場
合
、
室
内
で
実
施
　
　
　
　

■
集
合
場
所

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

■
定
員
　
20
人

■
参
加
費
　
無
料

■
服
装
・
持
ち
物�

　
運
動
が
で
き
る
服
装
、
筆
記
用
具

　
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
に
乗
っ
て
、
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
学
び
な
が
ら
楽
し
く
遊
び
ま

し
ょ
う
。

■
日
時

　
５
月
５
日（
月
）�

※
小
雨
決
行

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
場
所
　
森
林
公
園
金
川
の
森
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

■
受
付
　
随
時
受
付
（
台
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
混
雑
時
は
乗
車
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
）

■
参
加
費
　
無
料

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
の
競
技
ル
ー

ル
を
学
び
、
練
習
を
し
ま
す
。
初
心
者
大
歓

迎
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
５
月
５
日（
月
）�

※
小
雨
決
行

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
場
所
　
森
林
公
園
金
川
の
森
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

■
受
付
　
随
時
受
付
（
混
雑
時
は
お
待
ち
い

た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
）

■
参
加
費
　
無
料

　
新
緑
に
包
ま
れ
た
金
川
の
森
で
は
、
野
鳥

を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
ん
な

で
楽
し
く
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
５
月
10
日（
土
）　

　
午
前
７
時
30
分
〜
　
受
付

　
午
前
８
時
〜
11
時
　
開
催

※
雨
天
の
場
合
は
、
ビ
デ
オ
と
ス
ラ
イ
ド
に

よ
る
野
鳥
説
明
会

■
集
合
場
所

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

■
定
員
　
30
人

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　
筆
記
用
具
（
図
鑑
や
双
眼
鏡
が

あ
る
方
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
　

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５

　
芦
川
町
で
す
ず
ら
ん
の
里
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
芦
川
の
源
流
域
は
、
全
国
的
に
も
珍
し

い
に
ほ
ん
す
ず
ら
ん
の
群
生
地
で
、
県
の

自
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
可
憐
（
か
れ
ん
）
に
咲
く
す
ず
ら
ん
の

花
を
見
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

■
期
間

　
５
月
23
日（
金
）〜
25
日（
日
）

■
日
時
　
５
月
25
日（
日
）

　
午
前
７
時
〜
　
　
　
受
付

　
午
前
８
時
〜
10
時
　
開
催

■
開
催
場
所

　
芦
川
支
所
前
　
上
・
下
流
　

■
受
付
場
所

　
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

　
芦
川
小
中
学
校

■
参
加
費
（
河
川
清
掃
協
力
費
）

　
大
人
　
　
　
　
１
５
０
０
円

　
小
学
生
以
下
　
１
０
０
０
円

■
持
ち
物
　
釣
具
、
え
さ

■
日
時
　
祭
り
期
間
中
　
午
前
10
時
〜

■
場
所
　
そ
ば
打
ち
体
験
お
て
ん
ぐ
さ
ん

■
参
加
費
　
１
４
０
０
円

※
参
加
希
望
の
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
営
芦
川
町
す
ず
ら
ん
の
里
「
そ
ば
打

ち
体
験
お
て
ん
ぐ
さ
ん
」

　
☎
０
５
５（
２
９
８
）２
８
３
３

■
日
時
　

　
祭
り
期
間
中
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所

　
す
ず
ら
ん
大
駐
車
場
特
設
テ
ン
ト
村

■
日
時
　
祭
り
期
間
中

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
問
合
せ
先
　
市
芦
川
支
所

　
☎
０
５
５（
２
９
８
）２
１
１
１

　
笛
吹
市
民
劇
団
は
、
一
昨
年
旗
揚
げ
公
演

「
ピ
ア
ニ
ャ
ン
」
を
、
昨
年
は
「
ひ
み
つ
の

実
」
の
公
演
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
あ

な
た
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
出
演
し
て
、
心
に

残
る
思
い
出
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

小
学
生
以
上
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

大
人
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

　
地
元
で
活
躍
す
る
劇
団
員
さ
ん
が
、
演
技

指
導
か
ら
歌
や
踊
り
、
裏
方
の
仕
事
ま
で
、

楽
し
く
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。
衣
装
や
大
道

具
づ
く
り
な
ど
も
含
め
、
一
か
ら
み
ん
な
で

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
　
10
月
18
日
と
19
日
に
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

で
公
演
予
定
で
す
。

■
応
募
資
格
　
笛
吹
市
ま
た
は
近
隣
市
町
村

に
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

※
た
だ
し
、
10
月
18
日
（
土
）
、
19
日
（
日
）
の

本
番
と
、
次
の
練
習
日
程
に
参
加
で
き
る

方
■
練
習
日
程
　
　

○
６
〜
７
月
　

　
毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

○
８
〜
10
月

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
〜
８
時
30
分
と

日
曜
日
午
後
１
時
〜
５
時

※
練
習
は
６
月
４
日（
水
）か
ら
開
始
し
ま
す
。

本
番
前
は
少
し
練
習
が
増
え
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

■
練
習
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
募
集
人
数
　
20
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
参
加
料
　
無
料

■
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

昨年のミュージカル「ひみつの実」

白樺(しらかば)林に咲くす
ずらんの花

山本晴美さん
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視覚障害（注１）� ○� ○� ○� ○� �

聴覚障害�� ○� ○

平衡機能障害��� ○� ��

音声機能障害（注２）��� ○� ��

上肢不自由（注３）� ○� ○� ���

下肢不自由（注４）� ○� ○� ◎� ◎� ◎� ◎

体幹不自由� ○� ○� ○�� ◎�

心臓機能障害� ○�� ○� ��

腎臓機能障害� ○�� ○� ��

呼吸器機能障害� ○�� ○� ��

ぼうこうまたは直腸の機能障害�○�� ○� ��

小腸の機能障害� ○�� ○� ��

ヒト免疫不全ウィルスに
よる免疫機能障害�

○� ○� ○
� ��

障　害　の　程　度 ６級１級２級３級４級５級

注１：視覚障害４級は４級の１のみです。
注２：喉頭摘出による音声機能障害がある場合に限ります。
注３：両上肢に障害がある場合に限ります。
注４：下肢不自由３級については、両下肢に障害がある場
合に限り、生計を一にする方および単身で生活する
障害者を常時介護する方の運転が認められます。

◎印…本人運転のみ該当
○印…本人運転、または、生計を一にする方および単身で
生活する障害者を常時介護する方の運転が認められ
ます。

※療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳を、
お持ちの方は、お問い合わせください。

　
落
語
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
話
芸
と
、

豊
か
な
表
現
力
、
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
を
楽

し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
指
導
者
は
、
「
笑
点
・
若
手
大
喜
利
」
の

主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
林

家
彦
い
ち
師
匠
と
「
ざ
ぶ
と
ん
亭
風
流
企
画
」

の
馬
場
憲
一
さ
ん
で
す
。

■
応
募
資
格
　

笛
吹
市
ま
た
は
近
隣
市
町
村
に
在
住
の

小
中
高
生

※
た
だ
し
、
次
の
面
談
会
や
練
習
、
８
月
24

日（
日
）の
公
演
本
番
に
参
加
で
き
る
方

○
面
談
会
　
６
月
８
日（
日
）午
後
１
時

　○
練
習
日
時
　

６
〜
８
月
の
日
曜
日
に
各
月
２
回
ず
つ

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
予
定

（
お
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

○
公
演
日
　
８
月
24
日（
日
）午
後
２
時
　
　

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

当
日
は
、
林
家
彦
い
ち
師
匠
と
一
緒
に

出
演
す
る
予
定
で
す
。

■
応
募
人
数
　
先
着
50
人
程
度

※
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

顔
写
真
（
横
２
㎝
×
縦
３
㎝
程
度
）
を

貼
り
、
住
所
、
氏
名
（
本
人
と
保
護
者
）、

電
話
番
号
、（
あ
れ
ば
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）、

学
校
名
、
学
年
、
特
技
を
記
入
。

■
申
込
締
切
　
５
月
31
日（
土
）
必
着

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
〒
４
０
６
―
０
０
３
５

　
笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
６
２
６
―
１

　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

　
国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
を
や
さ
し
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

■
委
嘱
期
間�

　

平
成
20
年
７
月
１
日
〜
平
成
22
年
６
月

30
日

■
対
象
河
川
　
笛
吹
川
・
富
士
川

■
応
募
資
格

笛
吹
川
・
富
士
川
付
近
（
お
お
む
ね
5

㎞
以
内
）に
住
む
20
歳
以
上
の
方

■
応
募
締
切
　

　
平
成
20
年
５
月
16
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事
務
所

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
担
当
係

☎
０
５
５（
２
５
２
）８
８
８
８

℻
０
５
５（
２
５
２
）８
８
９
１

　
市
で
は
、
統
計
調
査
員
と
し
て
統
計
業
務

を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
、
登
録
調
査
員

と
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
業
務
は
、
国
が
実
施
す
る
各
種
指
定

統
計
調
査
（
工
業
統
計
、
商
業
統
計
な
ど
）

に
お
い
て
、
調
査
員
と
し
て
個
人
世
帯
や
事

業
所
な
ど
に
調
査
依
頼
や
調
査
票
の
回
収
な

ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

　
統
計
調
査
員
候
補
者
と
し
て
登
録
し
て
い

た
だ
き
、
各
種
統
計
調
査
ご
と
必
要
に
応
じ

て
、
調
査
員
の
業
務
を
お
願
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
資
格

○
20
歳
以
上
で
責
任
を
も
っ
て
調
査
事
務
を

遂
行
で
き
る
方

○
調
査
上
の
秘
密
を
守
れ
る
方

○
税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関
係
が
な
い

方
■
報
酬
調
査
ご
と
に
定
め
ら
れ
る
基
準
に
よ
り
、

お
支
払
い
し
ま
す
。

■
調
査
時
期

調
査
に
よ
っ
て
調
査
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
調
査
に
よ
っ
て
調
査
地
域
、
必

要
と
す
る
調
査
員
数
な
ど
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

経
営
政
策
部
　
経
営
企
画
課

経
営
政
策
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
２
２
８
）

　
笛
吹
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
テ
ニ
ス
教
室

（
硬
式
）を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
５
月
16
日（
金
）〜
６
月
20
日（
金
）

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
計
６
回
）

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

■
場
所

　
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
社
会
人

　
テ
ニ
ス
初
級
者

■
定
員
　
30
人

■
参
加
費
　
２
０
０
０
円

　（
コ
ー
ト
・
照
明
代
、
ボ
ー
ル
代
な
ど
）

■
持
ち
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
な
ど

■
申
込
方
法
　
５
月
１
日
（
木
）
か
ら
電
話

で
受
け
付
け
ま
す
。

　
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
早
川
　
☎
０
５
５（
２
６
２
）２
０
５
０

・
吉
岡
　
☎
０
５
５
３（
２
６
）２
７
５
７

　
県
で
は
、
峡
東
地
区
管
内
の
新
規
就
農
者

を
対
象
に
、
ぶ
ど
う
、
も
も
を
中
心
に
果
樹

の
栽
培
技
術
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
程
　
５
月
上
旬
〜
12
月

ぶ
ど
う
、
も
も
と
も
、
年
間
５
回
程
度

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
開
催
日
時
は
、
講
習
会
ご
と
に
通
知

■
場
所
　
現
地
ほ
場
、
東
山
梨
合
同
庁

■
対
象
者
　
就
農
５
年
未
満
の
新
規
就
農
者

■
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
詳
細
な
日
時
は
追
っ
て
連
絡
し
ま
す
。

■
初
回
受
付
期
間

　
４
月
30
日（
水
）〜
５
月
２
日（
金
）

　
こ
の
期
間
以
降
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
県
峡
東
農
務
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
０
７

　
県
内
の
果
樹
産
地
で
栽
培
の
基
本
技
術
を

講
義
と
実
習
を
通
し
て
習
得
し
、
果
樹
生
産

地
域
で
の
就
業
を
目
指
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
お
お
む
ね
60
歳
台
前
半
で
、
雇

用
・
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

■
日
時
　
５
月
22
日（
木
）〜
６
月
６
日（
金
）

の
土
、
日
、
月
曜
日
を
除
く
10
日
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
（
社
）
山
梨
県
果
樹
園
芸
会
（
山
梨

県
果
樹
試
験
場
内
）�

■
講
師
　（
社
）山
梨
県
果
樹
園
芸
会

■
受
講
料
　
無
料

■
定
員
　
20
人

■
申
込
締
切
　
５
月
８
日（
木
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

（
社
）山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会

　
☎
０
５
５（
２
２
８
）８
３
８
３

　
障
害
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の
障
害
の

程
度
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免
措
置
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
減
免
を
希
望
す
る
方
は
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
年
度
に
減
免
を
受
け
た
方
は
、
申
請
内

容
に
変
更
が
な
い
場
合
に
限
り
、
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
、
障
害
者
タ
ク
シ

ー
券
な
ど
と
あ
わ
せ
て
申
請
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
減
免
申
請
書
（
税
務
課
市
民
税
担
当
ま
た

は
各
支
所
住
民
課
に
あ
り
ま
す
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

③
印
か
ん

④
運
転
免
許
証

⑤
自
動
車
検
査
証
・
軽
自
動
車
届
出
済
証

⑥
平
成
20
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

■
申
請
先
　
税
務
課
市
民
税
担
当
（
軽
自
動

車
税
担
当
）
ま
た
は
各
支
所
住
民
課

■
申
請
締
切
　
５
月
26
日（
月
）�

■
問
合
せ
先

総
務
部
　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

（
軽
自
動
車
税
担
当
）

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

ま
た
は
各
支
所
住
民
課

減�免�に�該�当�す�る�身�体�障�害�の�程�度

昨年のふるさと・こどもらくご会
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一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
自
宅
に
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
消
防
署
と
協
力
員

と
の
連
携
に
よ
り
緊
急
時
に
迅
速
な
対
応
、

救
助
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
虚
弱
な
一
人
暮
ら

し
等
の
方
（
病
弱
、
緊
急
性
の
持
病
が
あ

る
方
）

▽
個
人
負
担
金
　
無
料
（
電
話
の
基
本
料
、

通
話
料
は
本
人
負
担
）

　
乳
酸
菌
飲
料
を
直
接
手
渡
す
こ
と
に
よ
り

安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者
　
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で
虚

弱
等
の
状
況
に
あ
り
、
安
否
確
認
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
方

▽
個
人
負
担
金
　
無
料

▽
利
用
期
間
　
月
〜
金
曜
日
（
週
３
回
ま
で
。

他
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
安
否
確
認
が
で
き

て
い
る
曜
日
は
対
象
外
）

　
食
の
確
保
が
困
難
な
在
宅
の
高
齢
者
に
配

食
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
自
立
生
活
の
支
援
と

安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま

た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
で
あ
っ
て
必

要
と
認
め
ら
れ
る
方

▽
個
人
負
担
金
　
１
食
（
一
般
弁
当
４
０
０

円
・
お
か
ず
の
み
の
一
般
弁
当
３
５
０
円
・

減
塩
食
弁
当
５
３
０
円
・
減
塩
お
か
ず
の

み
の
弁
当
４
８
０
円
）

　
　
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
所
得
割
非
課

税
世
帯
は
、
１
食
（
一
般
弁
当
・
減
塩
弁

当
３
０
０
円
・
お
か
ず
の
み
の
一
般
弁
当
・

減
塩
弁
当
２
５
０
円
）

▽
利
用
期
間
　
月
曜
日
〜
土
曜
日

　
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
、
日
常

動
作
訓
練
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

要
介
護
状
態
と
な
る
こ
と
を
予
防
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
介
護
保
険
制
度
で
自
立
判
定
の

方
、
ま
た
は
60
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
等
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
判

断
さ
れ
る
方

▽
個
人
負
担
金
　
１
日�

３
０
０
円

（
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
所
得
割
非
課

税
世
帯
は
免
除
あ
り
。
食
事
費
用
・
入
浴

代
等
別
途
個
人
負
担
あ
り
）

▽
利
用
期
間
　
週
３
回
ま
で
利
用
可

　
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
掃
除
、
洗
濯
、
食

事
食
材
確
保
、
生
活
指
導
等
日
常
生
活
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者
　
介
護
保
険
制
度
で
自
立
判
定
の

方
お
よ
び
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
等
で

生
活
援
助
が
必
要
な
方

▽
個
人
負
担
金
　
１
時
間�
３
０
０
円

（
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
所
得
割
非
課

税
世
帯
は
、
免
除
あ
り
）

▽
利
用
期
間
　
週
２
回
以
内
（
１
回
１
時
間
）、

月
９
時
間
以
内
で
調
整
可
能

　
居
宅
に
お
い
て
寝
た
き
り
等
で
外
出
で
き

な
い
高
齢
者
に
対
し
、
自
宅
に
出
向
い
て
理

美
容
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
等
で
外

出
の
困
難
な
方

▽
個
人
負
担
金
　
理
美
容
代
（
出
張
料
を
助

成
し
ま
す
）

▽
利
用
期
間
　
年
間
６
回

　
寝
具
を
日
に
干
す
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者

に
対
し
、
洗
濯
乾
燥
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者
　
65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
方
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
お
よ
び
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
虚
弱
等
の
状
況
の
方

▽
個
人
負
担
金
　
無
料
（
種
類
に
よ
り
一
部

負
担
あ
り
）

▽
利
用
期
間
　
年
間
洗
濯
１
回
・
乾
燥
２
回

　
家
屋
内
外
の
整
理
整
頓
・
粗
大
ゴ
ミ
の
搬

出
等
在
宅
で
の
日
常
生
活
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま

た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
で
生
活
保
護
・

市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯

▽
利
用
期
間
　
随
時
（
１
回
４
時
間
以
内
で

年
６
回
以
内
）

　
電
磁
調
理
器
、
火
災
報
知
器
、
自
動
消
火

器
、
老
人
用
電
話
を
給
付
ま
た
は
貸
与
し
、

安
心
安
全
な
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
常
に

一
人
で
生
活
を
営
む
方

▽
個
人
負
担
金
　
所
得
に
よ
り
個
人
負
担
割

合
あ
り

　
軽
度
な
要
介
護
者
に
、
固
定
式
ベ
ッ
ド
の

貸
与
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
在
宅
生
活
を

支
援
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
要
介
護
１
、
要
支
援
１
お
よ
び
要

支
援
２
の
介
護
認
定
を
受
け
た
方
、
ま
た
は

同
程
度
で
寝
台
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
方

▽
助
成
金
額
　
月
額
上
限
１
０
０
０
円
（
本

人
が
市
民
税
所
得
割
非
課
税
の
方
）

　
月
額
上
限
２
０
０
０
円（
生
活
保
護
受
給
者
・

世
帯
全
員
が
市
民
税
所
得
割
非
課
税
の
方
）

　
寝
た
き
り
の
高
齢
者
等
を
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
場
合
で
、
介
護
者
が
病
気
等
に
よ
り

一
時
的
に
介
護
で
き
な
い
場
合
、
高
齢
者
等

を
介
護
老
人
福
祉
施
設
な
ど
に
３
カ
月
程
度

入
所
さ
せ
る
こ
と
で
在
宅
で
の
介
護
継
続
を

支
援
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
65
歳
以
上
で
、
要
介
護
認
定
者

（
要
介
護
３
・
４
・
５
）
、
寝
た
き
り
度
Ｂ

Ｃ
の
方
お
よ
び
認
知
症
２
以
上
判
定
者

▽
個
人
負
担
金
　
１
日
１
０
０
０
円
（
食
費
・

差
額
室
料
等
別
途
負
担
あ
り
）

▽
利
用
期
間
　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
短
期
入

所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を
含
み
92
日
以

内
（
原
則
と
し
て
年
度
内
１
回
）

　
基
本
的
生
活
習
慣
が
欠
如
し
て
い
る
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
等
に
対
し
て
、
短
期
間
の
宿

泊
に
よ
り
日
常
生
活
に
対
す
る
指
導
・
支
援

を
行
い
、
基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
援
助
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
60
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
制
度

で
自
立
と
判
定
さ
れ
た
方

▽
利
用
期
間
　
原
則
７
日
以
内

　
家
庭
で
、
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認
知

症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方
に
対
し
、
慰

労
金
を
支
給
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
在
宅
寝
た
き
り
、
ま
た
は
認
知

症
高
齢
者
（
共
に
65
歳
以
上
）
を
、
基
準

日
（
４
月
１
日
）
前
１
年
間
、
家
庭
に
お

い
て
介
護
し
て
い
た
介
護
者

▽
支
給
額
　
年
額
６
万
円

　
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
等
（
低
所
得
世

帯
）
に
対
し
、
紙
お
む
つ
購
入
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
65
歳
以
上
で
、
尿
失
禁
等
に
よ

り
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
市
民

税
所
得
割
非
課
税
世
帯
の
方
。
１
カ
月
の

う
ち
15
日
以
上
在
宅
日
数
が
あ
れ
ば
支
給

対
象
月
と
な
り
ま
す
。
（
入
院
・
施
設
入

所
の
期
間
を
除
く
）

▽
助
成
金
額
　
月
額
４
０
０
０
円

　
申
請
は
、
前
期
（
４
〜
９
月
分
）
と
、
後
期

（
10
〜
３
月
分
）の
２
回
に
分
か
れ
ま
す
。

　
認
知
症
に
よ
り
徘
徊
（
は
い
か
い
）
の
恐

れ
の
あ
る
高
齢
者
が
位
置
検
索
装
置
（
Ｇ
Ｐ

Ｓ
）
を
携
帯
す
る
こ
と
で
、
家
族
が
所
在
を

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
初
期
費
用
（
加

入
料
金
・
付
属
機
器
購
入
料
）
の
う
ち
１
万

円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
在
宅
で
生
活
す
る
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
徘
徊
の
恐
れ
の
あ
る
認
知
症
高
齢
者

を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
同
一
世
帯
の
家
族

▽
個
人
負
担
金
　
利
用
者
が
業
者
と
契
約
し
、

基
本
料
、検
索
料
、現
場
急
行
料
等
を
負
担

　
介
護
予
防
を
前
提
と
し
た
歩
行
・
排
泄
・

入
浴
支
援
の
た
め
の
手
す
り
設
置
な
ど
の
軽

微
な
改
修
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

※
新
築
や
改
築
な
ど
大
規
模
工
事
に
か
か
る

も
の
は
対
象
外

▽
対
象
者
　
65
歳
以
上
で
市
民
税
所
得
割
が

非
課
税
の
世
帯
に
属
し
、
介
護
保
険
制
度

で
自
立
と
判
定
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
介
護

保
険
制
度
の
対
象
に
な
ら
な
い
方

▽
助
成
額
　
上
限�

５
万
円

▽
利
用
期
間
　
年
１
回

[

家
族
介
護
教
室]

　
介
護
方
法
等
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

や
援
助
者

[

家
族
介
護
者
交
流]

　
介
護
者
を
介
護
か
ら
一
時
的
に
解
放
し
、

介
護
者
相
互
の
交
流
会
に
参
加
い
た
だ
き
心

身
の
元
気
回
復
を
図
り
ま
す
。

▽
対
象
者
　
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

　
転
倒
予
防
な
ど
の
介
護
予
防
に
関
す
る
理

解
を
深
め
、
地
域
の
高
齢
者
が
自
ら
介
護
予

防
に
取
り
組
み
ま
す
。

[

や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
介
護
予
防]

　
地
域
の
公
民
館
や
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
介
護
予
防
事
業
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者

[

生
き
が
い
づ
く
り
支
援]

　
社
会
見
学
バ
ス
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
　

▽
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者

　
特
定
健
康
診
査
な
ど
と
同
時
に
行
な
わ
れ

る
生
活
機
能
評
価
（
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
、

生
活
機
能
検
査
）
に
よ
り
、
生
活
機
能
の
低

下
が
見
ら
れ
る
方
を
特
定
し
、
介
護
予
防
事

業
等
に
参
加
す
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
（
要
介
護
、

要
支
援
者
を
除
く
）

市では、高齢者が住みなれた地域で暮らし
ていくための在宅支援事業や介護予防事業、
介護者への支援など、高齢者への各種福祉
サービスを行います。

介護予防の取り組み
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☎０５５（２６１）１９０１

☎０５５（２６２）２２７１

☎０５５３（４７）１１１１

☎０５５（２６５）２１１１

☎０５５（２６６）２１１１

☎０５５３（２６）３１１１

☎０５５（２９８）２１１１

保健福祉部健康づくり課

御�坂�支�所

一�宮�支�所

八�代�支�所

境�川�支�所

春日居支所

芦�川�支�所

■問合せ先

　
日
常
生
活
の
機
能
が
低
下
と
判
断
さ
れ

た
特
定
高
齢
者
が
、
通
所
に
よ
る
介
護
予

防
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
要
支
援
・

要
介
護
状
態
へ
の
移
行
を
防
ぐ
た
め
、
①

運
動
機
能
向
上
事
業
、
②
栄
養
改
善
事
業
、

③
口
腔
機
能
向
上
事
業
の
３
つ
の
事
業
を

行
い
ま
す
。

※
保
険
者
が
実
施
す
る
生
活
機
能
評
価
（
健

診
と
同
時
に
実
施
）
に
よ
り
、
特
定
高
齢

者
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
者
　
65
才
以
上
の
特
定
高
齢
者

　
事
業
実
施
の
希
望
地
区
を
募
集
し
、
高

齢
者
と
一
緒
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。
高
齢
者
が
豊
か
な
経
験
、
知
識
、

技
能
を
い
か
し
、
地
域
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
閉
じ
こ
も
り
や
社
会
的
孤
独
を

解
消
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を

支
援
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
一
緒
に

事
業
を
行
う
行
政
区

　
高
齢
者
の
長
寿
を
祝
い
各
行
政
区
が
実
施

す
る
敬
老
事
業
に
対
し
、
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
事
業
　
①
行
政
区
が
実
施
す
る
敬
老

会
、
②
行
政
区
が
実
施
す
る
敬
老
者
へ
の

慰
安
事
業
、
③
そ
の
他
行
政
区
が
独
自
に

高
齢
者
を
対
象
に
行
う
敬
老
事
業

▽
助
成
金
　
行
政
区
か
ら
の
申
請
に
よ
り

助
成

　
多
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
発
展
に
尽
く

し
て
き
た
満
１
０
０
歳
の
長
寿
者
を
敬
愛
し
、

そ
の
功
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
祝
金
・
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
市
内
に
引
き
続
き
10
年
以
上
住

所
を
有
す
る
満
１
０
０
歳
の
方

▽
祝
金
　
10
万
円
お
よ
び
顕
彰
楯

　
老
人
の
日
お
よ
び
老
人
週
間
の
行
事
と
し

て
、
高
齢
者
に
敬
老
祝
金
を
支
給
し
て
長
寿

を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
敬
老
思
想
を
高
め
、

老
人
福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

▽
対
象
者
　
９
月
15
日
に
お
い
て
満
77
歳
・

満
88
歳
・
満
１
０
０
歳
以
上
で
、
８
月
１

日
現
在
市
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方

▽
祝
金
・
満
77
歳
　
３
０
０
０
円

・
満
88
歳
　
５
０
０
０
円

・
満
１
０
０
歳
以
上
　
５
万
円

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
２

　
ま
た
は
各
支
所
住
民
課

　
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り
、
大
玉
こ
ろ
が
し
、
バ

ル
ー
ン
遊
び
な
ど
を
親
子
で
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

■
対
象

　
歩
け
る
年
齢
の
子
ど
も
と
保
護
者
30
組

■
日
時
　
５
月
28
日（
水
）　

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
１
階
集
会
室

■
参
加
費
　
無
料

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
０
５
５（
２
６
１
）０
２
１
８

通知発送対象児

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合1期初回・追加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合� 1期

二 種 混 合 2 期

（ ジ フ テ リ ア・破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 1 ・ 2 期

予防接種名

平成20年2月生まれ

平成19年5月生まれ

平成9年5月生まれ

現在見合わせています

＊
対
象
者
に
は
、
予
診
票
、
契
約
医
療
機
関

な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、

契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
、
予
診
票
の

な
い
方
は
、
各
支
所
の
保
健
師
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

＊
合
併
前
の
予
診
票
を
お
持
ち
の
方
は
、
新

し
い
予
診
票
と
交
換
し
ま
す
の
で
、
各

支
所
の
保
健
師
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊５月はポリオ集団予防接種があります。対象者には詳しい
お知らせをします。なお、前回接種できなかった方は、各支
所の保健師へお問い合わせください。

１回目�平成19年8月～12月生
２回目�平成19年2月～7月生

ポ�リ�オ

　
御
坂
地
区
に
市
内
６
館
目
の
児
童
館
が
、

４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
児
童
館
は
、
児
童
福
祉
施
設
で
、
子
ど
も

に
健
全
な
遊
び
を
提
供
し
て
、
そ
の
心
身
の

健
康
を
増
進
し
、
情
緒
を
豊
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。
18
歳
ま
で
の
児

童
や
保
護
者
と
一
緒
の
お
子
さ
ん
に
自
由
に

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
児
童
セ
ン
タ
ー
に
は
、
職
員
と
し
て
児
童

厚
生
員
が
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
遊

べ
る
環
境
づ
く
り
と
活
動
の
支
援
を
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
児
童
セ
ン
タ
ー
に
は
学
童

保
育
室
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
学
童
保
育
室
の
利
用
は
登
録
制
で
、
既
存

の
御
坂
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
を
児
童
セ
ン
タ
ー

内
で
継
続
し
て
運
営
し
ま
す
。
ま
た
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
相
談
な
ど

に
対
応
し
、
子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
遊
び
や
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
ま
た

地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
学
童
保
育
室
利
用
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
所
在
地
　
御
坂
町
栗
合
３
７
２
―
１
２

　（
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
北
側
）

■
開
館
時
間
　
月
曜
日
〜
土
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
休
館
日
　
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

　（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

■
利
用
方
法

○
個
人
の
場
合

来
館
時
に
利
用
者
名
簿
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

※
未
就
学
児
は
、
保
護
者
同
伴
で
の
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
団
体
の
場
合

事
前
に
利
用
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先

　
御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５(

２
６
１)

８
６
８
８

　
保
健
福
祉
部
　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
０
５
５(

２
６
１)

１
９
０
４

御坂町栗合３７２―１２�御坂児童センター内
☎�０５５（２６１）８６８８
○利用日時　平日月曜日～金曜日　
　午前９時～午後５時（祝日、年末年始を除く）
○対象　市内在住の親子（０歳児～未就学児）

一宮町末木８３９―１�一宮福祉センター２階
☎�０５５３(４７）１３４５
○利用日時　平日月曜日～金曜日　　
　午前９時～午後５時（祝日、年末年始を除く）
○対象　市内在住の親子（０歳児～未就学児）

石和町市部４４８　笛吹市ふれあいの家２階　　☎�０５５（２６１）０２１８
○利用日時　平日月曜日～金曜日　第１・３土曜　第１日曜（パパの日）
　午前10時～午後４時（年末年始などを除く）
○対象　市内在住の親子（０歳児～未就園児）　　　※20年度から水曜日とパパの日が増えました。

■利用料　無料（市の委託事業のため）　※ただし、材料費などかかる場合は実費負担となります。

■問合せ先　保健福祉部　児童課　児童家庭担当　☎０５５（２６１）１９０４

子育て中の親子の交流の場の提供、育児不安などについての相談、指導、育児情報の提供など、施設ご
とにさまざまな事業を実施し、地域の子育て家庭の育児支援を行っています。
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市
で
は
、
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支
援

し
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
と
発
達
を
支
援

す
る
た
め
に
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
を

２
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
病
気
や
病
気
回
復
期
に
あ
る
お
子
さ
ん
を
、

ご
両
親
な
ど
に
か
わ
り
、
看
護
師
な
ど
が
、

児
童
の
自
宅
ま
た
は
看
護
師
な
ど
の
自
宅
に

お
い
て
看
護
、
保
育
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■
対
象
児
童

市
内
に
住
所
を
有
し
、
保
育
所（
園
）、
幼

稚
園
に
通
う
児
童
ま
た
は
小
学
校
に
通

う
３
年
生
以
下
の
児
童

■
利
用
日
・
利
用
時
間

○
利
用
日
　
月
曜
日
〜
土
曜
日
（
日
・
祝
日

と
年
末
年
始
は
休
み
）

○
利
用
時
間
　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

○
利
用
期
間
　

　
１
回
の
利
用
に
つ
き
７
日
以
内

■
利
用
料

子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
日
２
０
０
０
円

（
減
免
制
度
あ
り
）

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４

　
市
で
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
が
い
る
家
庭
を
対
象
に
、
保
健
師
ま
た

は
助
産
師
が
訪
問
し
て
不
安
や
悩
み
を
聞
き
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
保
健
師
が
電
話
な
ど
で
連

絡
し
ま
す
。

■
対
象
者

生
後
４
カ
月
ま
で
の
乳
児
の
い
る
す
べ

て
の
世
帯

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

　
母
子
保
健
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１

　
「
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
」
が
、
６

月
に
賦
課
と
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
の
方
は
、

お
支
払
い
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
支
払
ま
で
の
流
れ

４
月
に
決
定
通
知
書
を
送
付
（
受
益
地
・

負
担
金
額
・
支
払
方
法
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
）

６
月
１
日
に
各
世
帯
に
納
付
書
な
ど
を

送
付
○
納
付
書

・
納
付
書
で
の
支
払
を
希
望
さ
れ
た
方

・
金
融
機
関
の
窓
口
に
て
口
座
振
替
の

手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方

○
口
座
振
替
納
入
通
知
書

・
金
融
機
関
に
て
口
座
振
替
の
承
認
が

さ
れ
、
な
お
か
つ
市
役
所
に
お
い
て

確
認
が
取
れ
た
方

　
受
益
者
負
担
金
の
お
支
払

■
支
払
期
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
今
年
度
は
、
６
月
１
日
と
14
日
が
休

日
（
土
・
日
）
と
な
る
た
め
、
報
奨
金
が

付
く
５
年
一
括
・
単
年
一
括
を
希
望
さ

れ
た
方
々
の
納
付
期
間
は
６
月
２
日
（
月
）

〜
13
日
（
金
）と
短
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
た
方
は
、

６
月
13
日（
金
）に
指
定
口
座
か
ら
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
納
付
期
間
内
に
お
支
払
い
い

た
だ
け
な
か
っ
た
（
口
座
振
替
が
で
き

な
か
っ
た
）
場
合
は
、
自
動
的
に
支
払

方
法
が
報
奨
金
な
し
の
分
割
納
付
に
切

り
替
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

分
割
支
払
い
を
希
望
さ
れ
た
方
の

納
付
期
限
日

○
窓
口
納
期

第
１
期
　
６
月
30
日

第
２
期
　
９
月
１
日�

第
３
期
　
10
月
31
日

第
４
期
　
12
月
29
日

○
口
座
振
替
日

第
１
期
　
６
月
25
日

第
２
期
　
８
月
25
日

第
３
期
　
10
月
27
日

第
４
期
　
12
月
25
日

　
ご
不
明
な
点
は
、
各
支
所
お
よ
び
下

水
道
課
管
理
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
公
営
企
業
部
　
下
水
道
課

　
☎
０
５
５(

２
６
１
）３
３
４
７

　　
現
在
、
井
戸
水
を
用
い
て
下
水
道
を
使
用

さ
れ
て
い
る
方
（
井
戸
用
計
量
装
置
を
設
置

さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
外
）
は
、
転
居
、
転

出
な
ど
の
人
数
増
減
に
よ
り
、
下
水
道
使
用

料
金
が
変
わ
り
ま
す
。
人
数
変
更
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
都
度
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
変
更
届
の
書
類
は
、
業
務
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
課
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
※
芦
川
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
対
象
外

で
す
。

○
就
学
前
の
お
子
さ
ん
も
家
族
構
成
人
数
に

入
り
ま
す
。

○
井
戸
を
廃
止
す
る
場
合
も
、
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
公
営
企
業
部
　
業
務
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
５

　
市
で
は
、
法
律
に
基
づ
き
、
農
業
振
興
を

図
っ
て
い
く
地
域
を
「
農
用
地
区
域
」
（
農

振
青
地
）
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
通
常
、

こ
の
区
域
は
農
業
以
外
の
目
的
で
の
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
や
む
を
得
ず
他
の

目
的
に
利
用
す
る
場
合
は
、
農
振
除
外
の
手

続
き
を
経
て
県
と
協
議
し
、
知
事
の
同
意
や

許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
農
振
除
外
申
出
を
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
、
必

要
最
小
限
の
除
外
に
つ
い
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
要
件

　（
次
の
４
項
目
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と
）

○
除
外
し
た
い
農
用
地
以
外
に
代
替
す
べ
き

土
地
が
な
い
こ
と
（
除
外
農
地
な
ど
が

あ
る
場
合
は
そ
ち
ら
が
優
先
）

○
農
用
地
の
集
団
化
、
農
業
上
の
効
率
的
利

用
へ
の
支
障
が
小
さ
い
こ
と

○
農
業
用
水
路
な
ど
の
土
地
改
良
施
設
の
機

能
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と

○
土
地
改
良
基
盤
整
備
事
業
の
工
事
が
終
了

し
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
８
年
経
過
し

て
い
る
こ
と

※
な
お
、
緊
急
性
や
計
画
性
、
実
現
性
が
な

い
場
合
は
申
出
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
市
の
総
合
計
画
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
や
上
下
水
道
の
整
備
計
画

な
ど
、
市
の
方
針
や
農
振
法
以
外
の
法

律
に
よ
る
土
地
利
用
の
方
向
性
と
一
致

す
る
こ
と
な
ど
も
協
議
事
項
と
な
り
ま
す
。

■
書
類
の
配
布
開
始

　
５
月
１
日（
木
）か
ら

　
※
土
日
祝
日
を
除
く

■
書
類
配
布
場
所

　
農
林
振
興
課
お
よ
び
各
支
所
地
域
課

■
受
付
期
間

　
６
月
２
日（
月
）〜
６
月
16
日（
月
）

　
※
土
日
を
除
く

■
受
付
場
所
　
農
林
振
興
課

■
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

農
産
推
進
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
残
留
農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
が

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
薬
散
布
を
す
る
時

に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
は
、
食
品
衛
生
法
に
定
め
ら
れ

た
基
準
値
を
超
え
る
農
薬
な
ど
が
残
留
し
た

食
品
の
流
通
を
禁
止
す
る
も
の
で
す
。

　
農
薬
の
使
用
方
法
の
確
認
、
散
布
機
の
洗

浄
の
徹
底
、
隣
接
作
物
へ
の
飛
散
防
止
、
防

除
日
誌
の
記
帳
な
ど
、
農
薬
の
適
正
使
用
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

■
相
談
窓
口

県
峡
東
農
務
事
務
所

農
業
農
村
支
援
課

☎
０
５
５
３（
２
０
）２
８
３
０

ま
た
は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
ま
で

　
春
の
行
政
相
談
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
行
政
の

仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
、
行
政

相
談
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。�

�

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時

　
５
月
22
日（
木
）�

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所
市
役
所
本
庁
３
階
第
５
会
議
室

　
甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
人
権
問
題
に
つ

い
て
住
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
る
と
と

も
に
、
人
権
侵
犯
事
件
の
被
害
者
の
救
済
を

は
か
り
、
ま
た
、
人
権
尊
重
思
想
や
人
権
擁

護
制
度
の
普
及
を
図
る
た
め
、
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

■
日
時

　
６
月
２
日（
月
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

　
市
役
所
本
庁
３
階
大
会
議
室

①井戸のみの場合
1カ月あたり1人7㎥
×

家族構成人数
×
２カ月分

②井戸と水道の併用の場合

水道水量（検針水量）
＋

（井戸のみ認定水量÷２）

※ただし、②より①の水量が多い場合は、
　①の水量となります。

水量の計算方法
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　２月２４日、御坂町にあるミユキホールで、

ふえふき「であい・パーティー」が開かれ

ました。市内で初めて開催されたこのパー

ティーは、市結婚相談員連絡会が主催し、

市結婚相談所が共催したものです。

　当日は、独身の男女５８人が参加し、ダ

ンスや自己紹介でお互いに打ち解けた後、

お茶とお菓子を囲んで交流を深めました。

　また、バレンタインデーにちなみ、男性

参加者にはチョコレート、女性参加者には

市の花でもあるバラの花束が結婚相談員か

らプレゼントされました。

　アットホームな雰囲気の中行われたパー

ティーの最後には、メインイベントである

マッチングを実施。４組のカップルが誕生

しました。

建設されたコミュニティセンター

　
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
宝
く
じ
の

受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
の
助
成
金
を
受
け
、
春
日
居
町

地
域
の
「
桑
戸
東
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
」
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
拠
点
と
な
る
も
の
で
す
。

　
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も

宝
く
じ
は
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
株
式
な
ど
の
取
引
に
か
か
る
決
裁
の
合
理

化
を
図
る
た
め
の
法
律
が
改
正
さ
れ
、
来
年

１
月
に
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

●
株
券
が
電
子
化
さ
れ
、
上
場
会
社
の
株
券

は
無
効
と
な
り
、
株
主
の
権
利
は
証
券

会
社
な
ど
の
金
融
機
関
の
口
座
で
電
子

的
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

●
お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に
な
っ
て
い

な
い
場
合
は
、
電
子
化
に
よ
り
株
主
と

し
て
の
権
利
を
失
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
株
券
電
子
化
の
実
施
前
ま
で
に

名
義
書
換
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

日
本
証
券
業
協
会

証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
３（
３
６
６
７
）４
５
０
０

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

強酸性電解水生成装置及び周辺機器�� 1,800,000� 1,400,000� ㈱マルゼン�山梨営業所� 平成20年3月6日

石和中学校ＴＴ教室増設工事� 石和町小石和� 4,600,000� 4,280,000� 望月建設工業㈱� 〃

石和西小学校　児童用机・椅子購入� 石和西小学校� 1,230,000� 1,140,000� ㈲川口商会� 平成20年3月19日

石和中学校　給食備品購入� 石和中学校� 800,000� 750,000� 清水食器㈱� 平成20年3月26日

カラーレーザー複合機購入� 笛吹市内� 1,500,000� 850,000� ㈱ＹＳＫe－com� 〃

飲料水水質検査業務委託� 笛吹市全域� 16,000,000� 13,237,530� ㈱日水コン　山梨事務所� 〃

緊急農道舗装修繕業務� 笛吹市全部� 3,300,000� 3,200,000� 中央舗道建設㈲� 〃

緊急舗装修繕業務委託の２�� 7,200,000� 7,000,000�� 〃

緊急舗装修繕業務委託の１� 石和町・春日居町・一宮町�9,100,000� 8,950,000� ㈱日昇建設� 〃

林道維持管理業務� 御坂町・境川町・芦川町� 5,000,000� 3,650,000� 霜村工務店� 〃

農道農業用排水路緊急補修業務委託（２工区）� 石和町・御坂町� 5,600,000� 5,300,000� ㈲天野組� 〃

農道農業用排水路緊急補修業務委託（３工区）�八代町・境川町・芦川町� 5,300,000� 5,170,000� 初鹿工業㈱� 〃

農道農業用排水路緊急補修業務委託（１工区）�一宮町・春日居町� 8,900,000� 8,460,000� ㈱佐野緑化土木� 〃

緊急維持修繕業務委託の２�� 17,000,000� 15,500,000� ㈱中村工務店� 〃

緊急維持修繕業務委託の１� 石和町・春日居町・一宮町�17,500,000� 16,480,000� ㈱窪川組� 〃

市道石和17号線改良工事� 石和町川中島・八田� 24,000,000� 22,500,000� ㈱栗田工業� 〃

※金額は税抜き価格です。

春日居学校
給食共同調理場

㈱ＮＩＰＰＯコーポレーション
山梨営業所

御坂町・八代町・境川町・
芦川町

御坂町・八代町・
境川町・芦川町

　
春
の
連
休
時
に
は
、
県
内
外
の
多
数
の
行

楽
客
の
往
来
に
よ
る
、
市
内
観
光
地
周
辺
道

路
や
幹
線
道
路
な

ど
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
、
交
通
事
故

の
多
発
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

　
思
い
や
り
・
ゆ

ず
り
合
い
の
心
を

持
ち
、
交
通
事
故

の
犠
牲
者
を
出
さ

な
い
よ
う
事
故
防

止
に
努
め
、
楽
し

い
連
休
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

①
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

②
運
転
中
の
携
帯
電
話
等
使
用
禁
止
の
徹
底

③
県
外
車
両（
者
）の
交
通
事
故
防
止

　
人
生
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
す
た
め
、

結
婚
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
相
談
日
に
は
、
２
人
か
ら
４
人
の
相
談
員

が
担
当
し
ま
す
。

　
相
手
の
紹
介
を
受
け
る
に
は
、
登
録
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
本
人
の
写
真
と
印
か
ん
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日

○
平
成
20
年

５
月
９
日（
金
）・
18
日（
日
）

６
月
６
日（
金
）・
22
日（
日
）

７
月
４
日（
金
）・
20
日（
日
）

８
月
１
日（
金
）・
17
日（
日
）

９
月
５
日（
金
）・
21
日（
日
）

10
月
３
日（
金
）・
19
日（
日
）

11
月
７
日（
金
）・
16
日（
日
）

12
月
５
日（
金
）・
21
日（
日
）

○
平
成
21
年

１
月
９
日（
金
）・
25
日（
日
）

２
月
６
日（
金
）・
22
日（
日
）

３
月
６
日（
金
）・
22
日（
日
）

■
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
２
階
会
議
室

■
結
婚
相
談
員（
敬
称
略
）

深
澤
　
　
桂
（
石
和
町
）

米
山
登
志
子
（
石
和
町
）

内
藤
　
昭
二
（
一
宮
町
）

長
沼
　
敬
人
（
御
坂
町
）

河
野
　
幸
子
（
御
坂
町
）

小
林
　
昭
悟
（
御
坂
町
）

相
澤
　
正
子
（
八
代
町
）

石
原
カ
イ
子
（
八
代
町
）

仲
村
　
公
仁
（
境
川
町
）

中
村
　
桂
子
（
境
川
町
）

小
川
　
美
彦
（
春
日
居
町
）

樋
川
た
か
子
（
春
日
居
町
）

久
保
田
眞
五
（
春
日
居
町
）

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
１
７
３
）

重

点

目

標
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■�市民環境部
■�御 坂 支 所
■�一 宮 支 所
■�八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055（261）2044
055（262）2271
0553（47）1111
055（265）2111

■�境 川 支 所
■�春日居支所
■�芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055（266）2111
0553（26）3111
055（298）2111

■
回
収
場
所
　
ご
み
減
量
課
ま
た
は

　
各
支
所
地
域
課

■
回
収
日
時
　
平
日
（
月
曜
日
〜
金
曜
日
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

■
回
収
対
象

　
植
物
油
（
菜
種
、
コ
ー
ン
、
べ
に
花
、
ご
ま
な
ど
）

※
鉱
物
油
、
牛
・
豚
脂
（
ラ
ー
ド
）
、
パ
ー
ム
な
ど
の
油
は
回
収

し
ま
せ
ん
。

回
収
場
所
へ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容
器
に
廃
食
油
を
入
れ
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

（
廃
食
油
回
収
後
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き

ま
す
）

賞
味
期
限
切
れ
の
油
も
回
収
し
ま
す
。

天
か
す
な
ど
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
（
大
量

に
入
っ
て
い
る
と
精
製
機
械
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

　
処
理
し
た
廃
食
油
は
軽
油
の
代
わ
り
と
な
る
代
替
燃
料

B
D
F
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

B
D
F
は
…

○
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
原
因
と
な
る
硫
黄
酸
化
物
を
ほ
と
ん
ど

出
し
ま
せ
ん
。

○
黒
煙
を
軽
油
の
半
分
以
上
に
減
ら
し
ま
す
。

○
燃
費
や
走
行
性
は
軽
油
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

○
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
　
飼
い
主
の
中
に
は
、
「
オ
ス

は
オ
ス
ら
し
く
、
自
然
の
ま
ま
去

勢
し
な
い
方
が
良
い
。
」
と
思
っ

て
い
る
方
が
い
ま
す
が
そ
れ
っ

て
本
当
な
の
？�

　
　
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
オ
ス
に

は
決
ま
っ
た
発
情
期
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
常
に
繁
殖
に
関
す
る

ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

去
勢
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ト
レ

ス
か
ら
解
放
さ
れ
性
格
も
穏
や
か

に
な
り
、
精
巣
や
前
立
腺
な
ど
の

病
気
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

　
市
で
は
や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
53
減
量
と
し
て
、
可
燃
ご
み
の
53

％
減
量
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
可
燃
ご
み
の
中
に
は
、
ミ
ッ
ク
ス

ペ
ー
パ
ー
や
そ
の
他
プ
ラ
の
混
入
が
ま
だ
ま
だ
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
　
区
や
女
性
部
な
ど
で
可
燃
ご

み
の
分
別
説
明
会
を
開
き
ま
せ

ん
か
。
分
別
説
明
会
は
区
全
体

の
意
識
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
少
人
数
で
も
結
構
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　

オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
で
焼
け
る
粘
土
で
土

偶
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
じ
ょ

う
も
ん
編
み
で
は
、
フ
ェ
ル
ト
で
き
れ
い

な
コ
ー
ス
タ
ー
を
編
み
ま
す
。

■
日
時
　

　
５
月
３
日（
土
）〜
５
日（
月
）

○
じ
ょ
う
も
ん
編
み
　

　
①
午
前
10
時
〜
　
②
午
前
11
時
〜

○
ど
ぐ
う
作
り

①
午
後
１
時
〜
　
②
午
後
２
時
〜

③
午
後
３
時
〜

■
定
員
　
各
回
15
人
（
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

■
材
料
費
　

じ
ょ
う
も
ん
編
み
　
１
０
０
円

ど
ぐ
う
作
り
　
　
　
２
０
０
円

　
新
緑
に
包
ま
れ
て
、
ふ
る
さ
と
の
史
跡

を
歩
き
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、
大
日
影
ト

ン
ネ
ル
遊
歩
道
な
ど
勝
沼
の
近
代
遺
産
を

歩
き
ま
す
。

■
日
時
　
５
月
11
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
小
雨
決
行

■
定
員
　
30
人
（
事
前
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
）

■
参
加
費
　
１
０
０
円
（
市
バ
ス
利
用
代
）

■
持
ち
物
　
お
弁
当
・
飲
み
物

　
当
博
物
館
で
は
、
笛
吹
市
・
甲
州
市
の

新
小
学
１
年
生
に
「
利
用
券
（
キ
ッ
ズ
・

パ
ス
ポ
ー
ト
）
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
券
を
持
参
す
る
と
、
本
人
と
同
伴
の

方
の
入
館
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
入
館
ご
と
に
押
さ
れ
る
ス
タ
ン

プ
が
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
小
学
２
〜
６
年
生
は
、
昨
年
４
月
に
配
布

し
た
も
の
を
引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

　
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。■

開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

　（
土
日
は
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

※
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
小
学
生
と
そ

の
同
伴
の
方
は
、
利
用
券
提
示
で

入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

　３月１５日から２４日まで、平成１９年

度市民講座スコレー大学の受講生による作

品展が、学びの杜みさかで開催されました。

この作品展には２２講座から約２００人が

出展。つるし雛（びな）や帽子、編み物な

どの手芸作品をはじめ、絵手紙、盆栽、陶

芸などの多彩なジャンルの２７０点が展示

され、中にはプロ顔負けの作品も多数あり、

見学者の感嘆の声が上がっていました。

　見学者からは、ぜひ自分の地域で講座を

開催してほしい、どのようにしたら市民講

座に参加できるのかなど、たくさんの意見、質問が寄せられました。

　今年度も常に新しい情報をキャッチして、発信していきたいと思

いますので、市民の皆さんのご意見、ご要望をお待ちしています。

■問合せ先　市教育委員会��生涯学習課

　　　　　　☎０５５（２６１）３３３９

　　　　　　または各支所生涯学習コーディネーター
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尺八とエレクトーンが奏でる新しい世界

このコーナーは市内のい
ろいろな出来事を紹介す
るコーナーです。

平
成
20
年
度
笛
吹
市
消
防
団
役
員

（
敬
称
略
）　
　

◎
団
　
長
　
　
　
　
関
本
　
伴
規

　
副
団
長
　
　
　
　
岡
　
　
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
佃
　
　
一
則

○
石
和
分
団
長
　
　
相
原
　
　
進

　
副
分
団
長
　
　
　
小
野
　
芳
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
三
枝
　
賢
治

○
御
坂
分
団
長
　
　
中
山
　
　
久

　
副
分
団
長
　
　
　
土
屋
　
　
淳

　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
　
森

　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
一
人

○
一
宮
分
団
長
　
　
鷹
野
　
　
浩

　
副
分
団
長
　
　
　
吉
原
　
茂
和

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
光
宏

　
　
　
　
　
　
　
　
雨
宮
　
一
生

○
八
代
分
団
長
　
　
芝
垣
　
直
秀

　
副
分
団
長
　
　
　
山
本
　
茂
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
　
東

○
境
川
分
団
長
　
　
末
木
　
忠
男

　
副
分
団
長
　
　
　
桑
原
　
　
明

　
　
　
　
　
　
　
　
北
野
　
幸
　

○
春
日
居
分
団
長
　
日
野
原
勝
人

　
副
分
団
長
　
　
　
奥
山
　
和
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
千
二

　
　
　
　
　
　
　
　
赤
尾
　
一
秀

○
芦
川
分
団
長
　
　
小
林
今
朝
則

　
副
分
団
長
　
　
　
宮
川
　
武
仁

　
３
月
28
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
い
さ

わ
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
記
念
演
奏
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
の
母
体
は
、
常
任
指
揮
者
で
あ

る
中
村
淳
氏
が
、
旧
富
士
見
村
立
富
士
見
中

学
校
に
教
師
と
し
て
赴
任
中
に
創
部
し
た
富

士
見
中
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
で
す
。
そ
の

当
時
の
教
え
子
な
ど
が
富
士
見
マ
ン
ド
リ
ン

ク
ラ
ブ
を
結
成
。
そ
の
後
、
団
員
も
増
え
、

平
成
６
年
に
現
在
の
ク
ラ
ブ
名
に
名
前
が
変

わ
り
、
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
思
い
出
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
マ
ン

ド
リ
ン
小
品
集
な
ど
テ
ー
マ
別
に
、
「
さ
と

う
き
び
畑
」
、
「
大
き
な
古
時
計
」
な
ど
の
曲

が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
超
満
員
の
会
場
で
は
、
そ
の
音
色
に
聞
き

入
っ
た
り
、
曲
を
口
ず
さ
む
な
ど
、
来
場
者

が
思
い
思
い
に
演
奏
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

会場に流れるマンドリンのハーモニー

関本団長による訓示

　
４
月
１
日
、
桜
の
花
が
咲
き
誇
る
境
川
ス

ポ
ー
ツ
広
場
に
お
い
て
、
団
員
や
関
係
者
約

３
０
０
人
が
参
加
し
て
、
笛
吹
市
消
防
団
入

退
団
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
関
本
団
長
が
「
市
民
の
身
体
・

生
命･

財
産
を
、
各
種
災
害
か
ら
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が
あ
り
ま
す
。
日
々
訓

練
を
重
ね
、
市
民
の
付
託
（
ふ
た
く
）
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。
」
と
訓
示
を

述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
５
２
人
の
新
入
団
員
を
代
表
し

て
、
境
川
分
団
第
６
部
の
長
田
誠
団
員
が
、

新
入
団
に
あ
た
っ
て
の
力
強
い
宣
誓
を
行
い

ま
し
た
。

積み木を楽しむ親子

　
３
月
15
日
、
ス
コ
レ
セ
ン
タ
ー
で
、
積
み

木
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
積
み
木
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
生
き
る
力
や
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
市
が
主
催
し
、
木
楽
舎
つ
み
木
研

究
所
の
荻
野
雅
之
氏
を
講
師
と
し
て
招
い
て

開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
ら
れ
た

た
く
さ
ん
の
積
み
木
を
使
い
、
高
く
積
み
上

げ
た
り
、
並
べ
て
絵
を
描
い
た
り
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
親
子
は
、
友
だ
ち
の
作
品
に
拍

手
を
送
る
こ
と
や
、
積
み
木
を
分
け
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
語
る
荻
野
氏
の
言
葉
に
耳
を

か
た
む
け
な
が
ら
、
一
緒
に
積
み
木
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
３
月
26
日
、

ス
コ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
で
小
学
生

囲
碁
・
将
棋
大

会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
春
休
み
の
ひ

と
と
き
、
チ
ビ

ッ
コ
名
人
た
ち

が
多
数
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
腕

を
競
い
合
い
ま

し
た
。

　
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　（
敬
称
略
。
学
年
は
３
月
当
時
の
も
の
で
す
）

　
優
　
勝
　
斉
藤
　
彰
規
（
石
和
西
小
６
年
）

　
準
優
勝
　
保
坂
　
祥
太
（
富
士
見
小
６
年
）

　
第
３
位
　
深
沢
　
圭
貴
（
富
士
見
小
３
年
）

○
低
学
年
の
部

　
優
　
勝
　
平
嶋
　
海
人
（
舞
鶴
小
３
年
）

　
準
優
勝
　
梅
本
裕
太
郎
（
勝
倉
小
２
年
・
茨
城
県
）

　
第
３
位
　
吉
村
　
優
一
（
学
院
大
付
属
小
３
年
）

○
高
学
年
の
部

　
優
　
勝
　
俵
　
　
宏
輔
（
学
院
大
付
属
小
４
年
）

　
準
優
勝
　
山
下
　
貴
之
（
里
垣
小
４
年
）

　
第
３
位
　
雨
宮
　
知
希
（
石
和
東
小
５
年
）

　
３
月
８
日
、
い

ち
の
み
や
桃
の
里

ふ
れ
あ
い
文
化
館

に
お
い
て
、
尺
八

奏
者
の
岩
間
恒
さ

ん
と
エ
レ
ク
ト
ー

ン
奏
者
の
前
田
栄

子
さ
ん
の
ユ
ニ
ッ

ト
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
・

ブ
リ
ー
ズ
」
に
よ

る
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
島
唄
」
、
「
君

を
の
せ
て
」
、
「
コ

ン
ド
ル
は
飛
ん
で

行
く
」
な
ど
、
お

な
じ
み
の
ナ
ン
バ

ー
が
演
奏
さ
れ
、

来
場
者
は
尺
八
と

エ
レ
ク
ト
ー
ン
の

新
し
い
世
界
を
存

分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

真剣に囲碁をする子どもたち

　
さ
わ
や
か
な
陽
春
の
３
月
27
日
、
金
川
の
森
で
し
い
た
け

植
菌
体
験
教
室
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
で
の

交
流
を
目
的
と
し
て
、
山
梨
県
森
林
公
園
・
金
川
の
森
と
市

教
育
委
員
会
の
共
催
で
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
一
宮
町
地
域
の
66
人
が
参
加
。
森
林
の
働
き
や
大

切
さ
を
勉
強
し
た
後
、
班
に
分
か
れ
て
原
木
を
一
定
の
長
さ

に
切
り
、
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
る
な
ど
、
全
員
で
協
力
し
て

植
菌
を
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
１
年
後
に
生
え
て
く
る
し
い
た
け
を
楽
し
み

に
し
な
が
ら
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

原木にドリルで穴を開ける作業



���広報ふえふき��2008.05�No.4427 26���広報ふえふき��2008.05�No.44���

石
和
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
日
―
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
―
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

一
宮
図
書
館
　
℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）―
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
･
金
）･
土
･
日
―
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

八
代
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
―
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

境
川
図
書
室

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
―
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
日
―
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
―
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

御
坂
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
―
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
―
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
図
書
館
し
ゃ
ぼ
ん
玉
ま
つ
り

　
５
月
18
日（
日
）午
後
１
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
５
月
８
日（
木
）・
22
日（
木
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分
　

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

５
月
１
日（
木
）・
15
日（
木
）・
29
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

５
月
３
日
（
土
）・
10
日
（
土
）・
17
日
（
土
）・

24
日（
土
）・
31
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
２
時
〜
２
時
30
分

　●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
５
月
13
日（
火
）・
27
日（
火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
）

●
楽
蔵（
映
画
会
・
お
話
・
工
作
）

　
５
月
３
日（
土
）　
午
後
２
時
か
ら

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　
５
月
16
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
５
月
７
日（
水
）

【
あ
ん
よ
】午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分
　

　（
１
歳
６
カ
月
児
〜
３
歳
児
）

【
だ
っ
こ
】午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　（
０
歳
児
〜
１
歳
５
カ
月
児
）

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
５
月
10
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
わ
か
ば
の
お
は
な
し
会

　
５
月
18
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

●
ミ
ニ
ミ
ニ
お
は
な
し
会

５
月
４
日（
日
）・
11
日（
日
）・
25
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら

●
子
ど
も
映
画
会

５
月
３
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
５
月
10
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

５
月
７
日
（
水
）・
14
日
（
水
）・
21
日
（
水
）・

28
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

５
月
10
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、随
時
お
は
な
し
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も(

乳
幼
児
向
け)

５
月
13
日（
火
）・
27
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ�

５
月
24
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

５
月
10
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

５
月
17
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民
館
ま
つ
り
・

老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院

な
ど
に
出
向
き
、
年
配
者
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ

れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に
な

り
た
い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　

石
和
図
書
館（
担
当
　
石
倉
）

☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

○
石
和
図
書
館

７
日（
水
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

26
日（
月
）�

○
御
坂
図
書
館

７
日（
水
）・
14
日（
水
）・
21
日（
水
）・

28
日（
水
）・
30
日（
金
）

○
一
宮
図
書
館

６
日（
火
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

26
日（
月
）・
30
日（
金
）

○
八
代
図
書
館

５
日（
月
）・
６
日（
火
）・
12
日（
月
）・

19
日（
月
）・
26
日（
月
）・
30
日（
金
）�

○
境
川
図
書
室

３
日（
土
）・
４
日（
日
）・
５
日（
月
）・

６
日
（
火
）・
11
日
（
日
）・
18
日
（
日
）�

・
25
日（
日
）�

○
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

７
日（
水
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

26
日（
月
）・
30
日（
金
）�

■日時　5月18日（日）　午後1時30分から
■場所　スコレーセンター集会室および
　　　　スポーツ広場
■内容　しゃぼん玉の曲芸・おはなし会・
　　　　しゃぼん玉遊び　ほか

○子ども映画会

■日時　5月3日（土）　午後2時から

■場所　一宮図書館視聴覚室　■内容　親子で楽しめるアニメ映画を上映

○ブックリサイクル

100円でつめ放題！早いもの順ですので、ぜひお早めに。

■日時　5月3日（土）・4日（日）・5日（月）午前9時30分～午後5時

■場所　一宮図書館入り口　　■内容　一般書・雑誌・児童書・コミック

※入場無料

※入場無料

昨年のしゃぼん玉まつり

　4月23日から5月12日は「子どもの読書月間」です。
　市立図書館では、5月を読書強化月間としてさまざまな催しを企画しています。

○春日居図書館
　『さくらんぼスペシャル』
　5月24日（土）午前10時30分から

○石和図書館
　『図書館しゃぼん玉まつり』
　5月18日（日）午後1時30分から

○御坂図書館
　『楽蔵スペシャル』
　5月3日（土）午後2時から

○一宮図書館
　『子ども映画会』
　5月3日（土）午後2時から

○八代図書館
　『バムケロスペシャル』
　5月10日（土）午後1時30分から

○境川図書室
　『おばあちゃんおはなし会』
　5月10日（土）午後2時から



▼皆さんは、子どもの頃積み木で遊びました
か。取材した積み木のワークショップでは、
子どもたち以上に、大人が積み木に夢中にな
っていたことが印象的でした。花火のように
花びらを広げた花、泳ぐくじら、背の高いタ
ワーなど、会場には創造力豊かな作品が並び
ました。
さらに、参加者は作品を作るだけでなく、積

み木を仲間と分け合うこと、仲間の作品に拍
手を送ることなどいろいろと学んでいた様子。
遊びの中にある、学びや心を豊かにする力を
改めて感じました。
▼今月号から広報紙をリニューアルしました。
くらしの情報ページの両端に見出しを付けま
したので、ご利用ください。（H）

石和温泉駅前公園
あしゆ利用時間
○夏季（4月～9月）
　午前10時～午後6時
○冬季（10月～3月）
　午前10時～午後5時
※利用無料

駅前広場モニュメントライトアップ時間
　暗くなると自動点灯～午前０時

整備が進められていた石和温泉駅前広場と足湯が完成し、4月1日に竣工式が行われました。

広場には、新しくモニュメントや足湯を設置。このモニュメントは、活力ある交流都市の創造

と未来へはばたく笛吹市を、力強い垂直性として表現しています。
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